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［１］人はなぜ病気になるのか 
• １．人間はこころと体をもつ社会的存在 

• ２．複数病因論 

•   － 複数の要因が重なって発病する 

• ３．心身一体論 

•   － こころと体は常に連動している 

• ４．セリエのストレス学説に追加する 

• ５．人は一人一人異なり、遺伝子によりその
基が決まっている 

• ６．遺伝子は環境と相互に作用しあう 

 



人はなぜ病気になるか（続き） 

• ７．遺伝子によってこころと体が決まり、
それは環境によって変化して成長する 

• ８．遺伝子も環境によって変化する 

• ９．人は環境を変え、環境は人を変える 

• １０．遺伝子の表現型も、遺伝子と共に
変化する 

• １１．こころは遺伝子の表現型であるが、
それは成長、発達と共に、環境によって
変化する 

 



１．人間はこころと体をもつ 
社会的存在である 

• １） ＷＨＯの健康の定義は、 

• 本当の健康とは、「病気でないだけでなく、身
体的にも精神的にも、さらに社会的にも調和
のとれて完全に良好な状態をいう」 

• ２） 人間には身体または肉体的な体がある 

• ３） 人間にはこころがある 

• ４） こころは社会的に作られ、社会に左右さ
れ、社会に適応している 

 

 



人はこころと体を持つ社会的存在（続） 

• ５） 人は社会を形成する社会的動物である 

• ６） 人間は社会を構成し、社会の中で生きて
いるがしばし疎外される 

• ７） 人間は、人間の社会の中で、人間である 

• ８） 動物に育てられると、人間にはなれない 

•  中世から近代にかけての、狼や猿に育てら
れた子どもの話 

•  ２０世紀に南アフリカで見つかった犬小屋で
見つかった子ども 
 



人はこころと体をもつ社会的存在（続） 

• ９）社会が変わると病気も変わる 

• 社会主義諸国が崩壊したら、病気が変化した。 

• 特に目立つのが、旧ソ連圏諸国で、体制崩壊後に感
染症が流行した（麻疹、結核、ジフテリア、百日咳） 

• １０）北欧諸国は感染症が少ない。 

• うつ病と自殺も減らした。事故死も減らした。 

• 人が人に暴力を振るうことを禁止している社会である。
学校が荒れても、器物が壊されるだけ。 

• 映倫カットも性的描写と暴力場面（ボクシングを否定す
る社会）。性教育も進んでいる。 

• １１）北欧とドイツは大戦後、先ず労働者に広い住宅を
提供した。日本は企業を再建した。広い家に住まわせ
れば、広いこころになるとしたのが社会民主党だった。 



人はこころと体をもつ社会的存在（続） 
• １２）闇教育 

• ２０世紀前半のヨーロッパでのすべての教育法を検討して出
したもの。ヒットラーを生んだ教育法として警鐘を鳴らす 

• 子どもに大人への服従と従順を教える教育法 

• １３）チャイルド・マルトリートメント（不適切な養育）  こどもへ
の虐待、いじめ、性的虐待、特にＤＶ（女性虐待）を見せる、
など 

• １４）育児室からの亡霊（人生を決定する胎児期からの３６か
月）子どもたちのこころの傷は？ 

• １５）子どもを愛するということが、自分の老後への保険をかけ
るようなものと考えられている 

• １６）アレルギーも作られたものだから、治すことができる 

 



２．複数病因論 
• １．複数病因論 

• 複数（二つ以上）の要因が揃って病気になる 

• 人間は一人ひとり異なるし、異なる環境に置
かれている 

• ２． これに対して多数派の考え方は 

• 特定病因説または一疾病一病因説である。 

• 病気は一つの特定の原因によって起きる。 

• これは人間はみな同じであると言う考え方に
基づくが説明できないことも多い。 

• 結核は結核菌で起きると言う考え方 

 



複数病因論（続） 

• ウィルヒョウは、ドイツのシレジア地方でのコレ
ラの流行を、劣悪な環境に置かれた人たちに
飲み発病すると言い、メチニコフたちは公衆
の面前でコレラ菌を飲んで見せ、一過性の下
痢しか起きないことを自分の身体で実証した 

• 発達障害は、遺伝子（ＤＮＡまたはゲノム）＋
環境＋育て方、によって発症する 

• 現代では、二つ以上の要因が重なって発病
するという考え方が広がっている 

 



３．心身一体論 
• １．人はこころと体をもっている 

• ２．こころと体は常に連動している、メタルの裏表であ
る 

• ３．そのこころは、遺伝子と環境（育て方、教育を含
む）によって作られる 

• ４．遺伝子によって体は作られ、胎内から思春期まで
の、環境と生まれ方、育てられ方によって左右される 

• ５．現代医学医療は、こころと体を分離して扱ってい
る（精神医学と身体医学） 

• ６．それを診療するのが心療内科だが、社会的視野
が欠如している 

• ７．プラセーボ（偽薬）効果は、その最たるもの 



心療内科はこころの安寧が目的 

• １．心療内科の目的は、こころの安寧 
• ２．こころが落ち着くと、身体症状も良くなる 
• ３．そのためにいろいろな方法を用いるが、現在
の保険医療では経営が成り立たず、なり手が少
ない。また、すべての病気の診療まではできず、
身体医学の専門医との併診が必要だが、難しい 

• ４．精神科医が精神科にかかりやすくするために
名乗っている（ちなみに昔は神経科） 

• ５．すべての内科の病気が対象だが、体のすべ
ての器官に心身症がある 

• ６．痛みはこころの痛み。体が発している自分へ
の警告信号 
 



身体と精神の分離 

• １．精神医学と身体医学をつなぐのが、心療
内科である。 

•  心療内科はこころと身体を統合する。 

• ２．身体医学各科のこころの無視 

• ３．精神医学の身体無視 

• ４．どの医学も社会的視野を欠如している。 

• 人間が社会的生物であることを無視している。 

• ５．身体医学は人体を細分化し、人体を切り
刻む。最後はゲノムまでに原因を求める。 



精神と身体の再統合 

• １．デュボスは、パブロフへ還れと言う。 

• 弟子たちは、神経回路の研究に走ったが、 

• 人間が、ある環境に置かれたらどう反応するかの
研究が求められているという。 

• ２．セリエのストレス学説の登場 

• ３．動物実験では、精神科からその研究が始まっ
た。ハーバード大の精神科が先駆者 

• ４．ゲノムの研究が進んだら、そこへ回帰してきた。
遺伝子学者が動物実験を始めた。 

• ５．そこから身体医学とこころの再統合で、出てき
たのが「チャイルド・マルトリートメント」 



精神医学と身体医学との再統合 
• １．乳幼児精神医学のアプローチ 
• 発達障害は、精神的に弱い遺伝子を持った子ど
もが不適切な育てられ方をした時になる 

• ２．チャイルド・マルトリートメント 
• 虐待などの不適切な育てられ方（養育）をしたこ
ども時代を過ごした成人の、精神的な病気になる
確率と、その人たちの脳の局在の発達をＭＲＩに
よる調査した結論 

• ３．心療内科の見直し 
• ４．精神病も見直し。遺伝子＋育てられ方＋その
後の環境ないし発病の契機で発症する 



４．病原環境論 
• １．人が環境に適応できない時に病気になる 

• ２．人間は環境との相互作用で生きてきた 

• ３．環境とは、 

• 自然環境－地球から身の回りまで 

•   動物、植物、鉱物のすべて 

•   ウイルス、細菌、かびも含めて  

• 社会環境－家庭から日本国、世界まで 

• 情緒的環境－家庭や学校、職場での人間関
係 



病原環境論（続） 
• １．私が病原環境論にまたは適応説になったのは、アメリカ

原住民たちが、スペイン人やイギリス人、フランス人に敗れ
た真の理由。それは結核、天然痘、発疹チフスだった。 

• ２．３万人のメキシコ軍が６００人のスペイン兵に敗れたのは、
天然痘、発疹チフス。 

• インディアンがイギリス人たちに敗れたのは結核。 
• 最初に結核にかかると、全身結核（粟粒結核、髄膜炎）や

骨と関節の症状が強く、三代目で肺結核になったというイ
ンディアン保護地での記録がある。 

• ３．アメリカ大陸からもたらされた梅毒は、当初急性疾患とし
てヨーロッパ中に広まり、２０年後に日本にも伝わった。そ
の後年月を経て慢性疾患となった。 

• ４．ゲノムを解析すると、人類の病気の歴史が刻まれていた。 
• ウィルスや細菌のゲノムの一部が組み込まれていたのであ

る。 
 



病原環境論（続） 
• 適応説 
• １．地球環境と人間の適応 
• 人は地球環境に適応して生きてきた。氷河期を乗り越えて、

熱帯から寒帯までに適応して生きている。 
• 人は地球の自然環境を都合の良いように変え、今は地球上に

人の手の入らない所はない。その自然環境に人は左右されて
生きている。肌の色、鼻の高さ、目の色、常食、みな環境に
適応して変化している。 

• ２．生物と人間の適応 
• 新しいウイルスや細菌が登場した時に、うまく生き延びた人

の適応の仕方が伝達されていく。そして遺伝子も変化してい
く。適応の結果、ペストや舞踏病は、自然になくなっていっ
た。私は、日本人は日本脳炎に適応した結果亡くなっていっ
たと考えている。 

• ３．社会と人間の適応 
• 人は社会的生物である。人は社会を作り、その社会に規制さ

れ、社会に適応して生きている。前出のソ連圏の崩壊と病気 
 



情緒的環境には 
• １．職場では、 

•  仕事自体、上司、同僚、対外的な交渉相手
との関係（パワハラ、セクハラ、いじめ、嫌がら
せ） 

• ２．学校では、 

•  学校自体、教師、担任、同級生、部活の
コーチや、部長、上級生、同級生などとの関
係、（体罰、いじめ、嫌がらせ） 

• ３．家庭では、 

• 父母、祖父母、兄弟姉妹との関係 

• 育てられ方、ＤＶの目撃、いじめ、虐待、 



原発後の福島で起きたのは、 
• １．子どもを大切に育てようとしたこと。 

• ２．それによって、親の思惑と異なり、子ど
もたちに病気が増えた。育て方で・・・ 

• 発達障害、アレルギー疾患、感染症など 

• ３．甲状腺がんも、二巡目以降に見つかった
のは明らかに原発事故のせい。 

• ４．今後、がんや白血病を始めさまざまな病
気が増えることが予想される（チェルノブイ
リの経験から）。先天性の脳神経疾患や子ど
もたちの骨の病気が増えることが予測される。 

 



原発事故後の福島で起きたのは（続） 

• ６．安倍首相の安全という言動。しかし、緊急事
態は解除されていない。その証拠には、福島では、
平時の年間1ミリシーベルト制限に戻されず、未
だに年間２０ミリシーベルトのままで安全宣言。 

• ７．母親たちは敏感だから、安全とは思わないが、
福島では声をあげて言えない。 

• ８．保養の大切さも判って来たのに、保養へ行く
とも言いにくい。 

• ９．若い人たちは、住居と仕事が見つかれば、県
内のいわき市や会津と県外へ移住している。若年
人口がじり貧で、人口減と高齢者化が進んでいる。 

• １０．今後、高線量地域で人口の多い福島市や郡
山市で、がんや悪性リンパ腫、心筋梗塞などの増
加が予想される。 



福島で急性心筋梗塞の多発 

• 〇セシウムは血管に沈着
し、動脈硬化を引き起こ
すから、心筋梗塞または
類似の疾患がおきやすい。 

• 〇医者にかかると県立医
大に持っていかれるので
受診しない。 

• それで診断がつかないが、
解剖もされていない。 

• 県立医大に行くと、病気
を隠される。公表しない。 



全国がん登録から見え始めたこと 
 



スリーマイル島原発事故４０年 



先天性の心臓と精巣の異常を検証 
週刊金曜日 



私のできることは 
• １．アレルギー疾患を治すこと 
• ２．子どもを病気にかからないように育てる
子育て法を教えること 

• ３．発達障害を早期に発見し、早期の治療に
つなげること 

• ４．子どものすべての病気に対応し、必要な
ら小児の専門医へ紹介すること 

• ５．藤田操所長の診療を補佐すること 
• ６．前回の報告で大熊町の避難者に肺がんと
心筋梗塞、うつ病が増えていると言われます。 

• それにも対応したいです。 



アレルギーを治すには 
• １．まずなぜ病気になるか。アレルギーの病気
になるかの説明し、納得してもらう。遺伝的要
因＋自然環境＋ストレス 

• ２．その最大の原因のストレスをなくすこと 

• ３．子どものストレスは無くしやすい 

• 赤ちゃんのストレスは、女親たちと上の子。泣
かないのに抱かない、いじらない、おもちゃに
しない。次は保育所 

• 幼児は幼稚園、次は学校、友だち、 

• ４．大人はストレスをなくすことが難しい 

• 心療内科は、説得と催眠療法で治します。 

• ５．アトピー性皮膚炎と気管支喘息が治しやす
い 



アレルギーを治しましょう 
• １．食物アレルギーは、親が作るもの。 

• 赤ちゃんや子どもに食べ物を強制してい
ませんか。好き嫌いも作られたもの。 

• ２．アナフィラキシーショックは、また
起きることへの恐怖から。 

• ３．薬剤アレルギーも蕁麻疹も治せます
が、思い込みや恐怖感が強いと難しい。 

• ４．完全に治らなくても、軽くできます 

 



子どもを病気にしない方法は 
• １．のびのび育てましょう。 
•  孫悟空が、お釈迦様の手の中から出られないのに、自分は自由

に飛び回っていたと思うように育てること 

• ２．嫌なことを無理強いしないこと 
•  北風と太陽が旅人のマントを脱がせるように 

• ３．子どもにも自分の生きる道を選ぶ権利がある。
いつから人権があるか？ 

•  胎児期の中絶ができない在胎週数から？ 

• ４．私の勧める育児法は、若い時にしかできない
疲れる方法です 

• ５．一人っ子は対人関係を教えるために集団生活
や集団でのスポーツをさせましょう 

• それは三人以上の兄弟では自然にできます 



今問題になっていること 
• １．引きこもり 
• 対人関係をうまく作れないため 
• ２．いじめ 
• 親や他人からいじめられた人が、他人をいじめる 
• ３．虐待の連鎖 
• 虐待の経験が虐待を生む。親から子への連鎖。 
• ４．虐待（特に性的虐待）を受けたり、ＤＶの目撃を

することが、大人になってからの精神的な病気を生じ
やすい。 

• 統合失調症も躁うつ病も他の精神疾患も同じでは、 
• ５．無差別殺人、家族殺人は、家族生活の病理から。

恐ろしい人ではなく、可哀そうな人。 
• ６．なりやすい人（遺伝的要因）が、そういう状態

（環境）に置かれて、成長後何かのきっかけがあって 
• 発病する。 



最後に 
• １．ヒポクラテスへの回帰－環境への配慮 

• ２．適応 

• 人間と、地球環境や他の生物との適応関係 

• ３．社会的存在としての人 

• ４．たらちねクリニックを立ち上げることで、
乳幼児精神科医、遺伝子学者、がんセンター元
所長、甲状腺健診の医師、 

• たちとの交流ができ、私自身も進歩しました。 

• そして心療内科の見直しをしました 
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